
講座 主　な　内　容 講義時間

１．建設工事に伴う環境対策 4．廃棄物処理法の適正処理 90分
1.1　建設工事に伴う規制と法令 4.1　排出事業者の考え方

1.2　騒音・振動規制法 4.2　処理状況の確認

1.3　水質汚濁防止法 4.3　産業廃棄物管理票（マニフェスト）

1.4　下水道法・河川法 4.4　処理困難通知などへの対応

2．建設副産物の対策 4.5　事業場外の保管の事前届出

2.1　建設副産物と再生資源、廃棄物との関係 4.6　多量排出事業者処理計画

2.2　建設副産物と建設廃棄物 4.7　帳簿の備付けの義務付け

2.3　不法投棄の禁止 4.8　建設業者に関わる主な罰則

2.4　循環型社会形成推進基本法の概要 4.9　優良廃棄物処理業者認定制度

2.5　資源有効利用促進法 その他

2.6　建設リサイクル法 １．建設汚泥のポイント

3．廃棄物処理法等の概要 2．建築物解体工事関係の法規制

3.1　廃棄物処理法等の変遷 2.1　石綿含有建材

3.2　廃棄物処理の制定 2.2　PCB使用機器

3.3　廃棄物処理法の目的 2.3　冷媒フロン使用機器

3.4　排出事業者の処理責任

3.5　委託処理

3.6　平成22年の法改正の概要
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【建設廃棄物の適正な処理】

建設工事の施工における建設業法等の講習
　建設工事の現場において関係する建設業法等の講義です。

詳　細　内　容


